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　経済産業省では、認知症になってからも自分らしく

暮らし続けられる共生社会の実現を目指し、認知症の

人が主体的に企業や社会等と関わり、認知症の人の

真のニーズをとらえた製品・サービスの開発を行う当

事者参画型開発の普及と、その持続的な仕組みの実

現に向けた取り組みを推進しています。本取り組みは

2021年度から開始しており、2023年度からは「オ

レンジイノベーション・プロジェクト」と名前をつけまし

た。

　認知症になってからも住み慣れた地域で自分らしく

暮らし続けるためには、身の回りの製品・サービスが認

知症になってからも使いやすいものになっていること

や、認知症による困りごとをサポートするような製品・

サービスが充実していることが求められます。

　しかし、そうした製品・サービスは今のところ十分提

供されているとは言えません。一つの要因として、認知

症の人のニーズや声が、開発を行う企業に届いていな

いことが考えられます。

　そこで始まったのが、認知症の人が企業の開発プロ

セスに参画し、企業とともに新しい価値を生み出す共

創を行う当事者参画型開発です。

　プロジェクトがスタートしてから年々参画企業も増え

て本年度は食・料理、移動、買い物等、幅広い分野から

計46社が参画しています。認知症の人も、貴会は勿

論、パートナー団体、自治体、介護事業者、医療機関か

らご紹介頂き、年間100名以上の方々とともに全国各

地で共創してきました。

　実際の共創事例を一つご紹介すると、LOOVIC株

式会社では、認知症の人とのインタビューや製品の

ユーザーテストを通じて、空間認知を苦手とする方が

安心して外出できるよう、自身もしくは知っている人の

声で移動支援する無人ナビガイド『LOOVIC』の改良

企業が利用者の声を聴き製品開発やサービス向上につなげることは日頃から行われています。CSR（企業の社会
的責任）やSDGｓ等の視点からバリアフリー、ユニバーサルデザインの面で病気や障害があっても暮らしやすい社
会を目指した取り組みも目立ちます。このような社会的な雰囲気の中、参画というキーワードで進めている事業に
ついて、経済産業省の小栁勇太氏からお話をいただきました。

オレンジイノベーション・プロジェクト
～認知症の人とつくる、誰もが生きやすい社会～

第8回

経済産業省　ヘルスケア産業課　小栁　勇太
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（開発には新しい製品・サービスの創出だけではなく

改良も含む）をしています。自分がどこにいるかわから

なくなったとき、やはり知っている人の声だと絶対の安

心があることが分かり、さらには感想や意見を基に屋

外のみならず屋内でのナビガイドの開発に着手してい

ます。

　これは認知症の人・企業の双方にメリットのある取り

組みです。当事者側では欲しいものが手に入りやすく

なるのは勿論、社会参画の機会や自己効力感の向上

の一つとなることが分かっています。例えば、何事にも

積極的であったAさんは、物忘れや身体機能の低下に

よる転倒等で自信を失っていたところ、本プロジェク

トへの参画によって、製品に満足して喜んでいただけ

ただけでなく、使命感を持って製品を着用したり、プロ

ジェクトについて周囲に説明したり、製品の感想を述

べることで自尊心を取り戻していきました。また、参画

により、自治体の担当者や認知症カフェに来ている人

との会話が増え、支援者からも自信を取り戻した様子

が見て取れたという方がいらっしゃいました。やはり社

会参画は日常生活機能維持への寄与が示唆されてい

ますので、非常に重要なポイントだと考えます。

　一方で企業側としても、潜在的な利用者・顧客の

ニーズを把握して開発ができる、認知拡大や投資家か

らの評価を得られる、ネットワークの拡大により新たな

事業展開につながる等のメリットが確認されています。

　政府においても認知症施策を総合的かつ計画的に

推進すべく認知症施策推進基本計画を策定中のとこ

ろ、製品・サービスの開発に参画した認知症の人やそ

の家族等の人数が取り上げられており、達成すべき重

点目標として設定される予定です。（※ 2024年10月

時点）。

　最後に、認知症の人、そしてご家族の皆様との取り

組みは私たちにとって非常に重要です。これからも、皆

様のご参画をお待ち申し上げるとともに、一緒に歩み、

認知症になってからも自分らしく暮らし続けられる共生

社会の実現を目指していく所存です。

　皆様の今までの歩みに対し、心より敬意を表し、擱筆

いたします。

次号は中野篤子氏に「共生社会における認知症の人と家族の人権」を執筆いただきます。

小
こ
栁
やなぎ

勇
ゆう
太
た

経済産業省
商務・サービスグループ ヘルスケア産業課
課長補佐

製薬会社に入社後、医薬品事業部にて管理職を経て現
職。現在は、ヘルスケアサービスの信頼性確保を通じた
社会実装の促進、認知症への対応、職域における心の
健康について取り組んでいる。

プロフィール
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本人登場

私らしく

仲間とともに
No.229

前頭葉に靄
もや
がかかったよう

児童養護施設を会場に、１７年間続けてきた子育
て支援のボランティアが、新型コロナ禍のために中
止を余儀なくされました。その後、家で悶々と過ご
すうちに、前頭葉に靄がかかったようで、抑うつ状
態になってしまいました。それで、同居の息子と一
緒に病院を受診。私はまだそうではないと思ったの
ですが、アルツハイマー型認知症と診断され、さら
に落ち込んでしまいました。

活動センター「WORKSあい」のみんな
に救われた
かつて、子育て支援を共に行っていた友人が、そ

うした私の様子を心配して、地域包括支援センター
に相談し、「認知症の人とみんなの活動センター
WORKS あい」を紹介されました。そこに不安いっ
ぱいで体験参加したので、かなり暗い表情をしてい
たのでしょう。「あの時の後藤さんは、お通夜帰り
のように暗かった」と後々までみんなが語るほどに、
暗さが印象深かったようです。
しかし、通ううちに、みんなと打ち解け、ジョー
クを言って笑い合い、頭の靄が徐々に晴れていくの
を感じました。私はセンターのみんなに救われたと、
ほんとうに実感しています。人は、やはり人同士が
集まる場所で会話することが大事だと思います。孤

独で過ごすのはよくないと、精神科看護を教え学ん
できたことから思い返しています。

生活にリズムを取り戻す
今は、センターに通うことが、ささやかな喜びです。

何より、気を遣わないセンターの雰囲気がとてもい
いですし、家族も私が明るくなったと喜んでいます。
週１回、みんなと会うことで、生活にリズムを取

り戻すことができました。ゴミ出しや家の掃除、読
書など、忘れかけていたことが復活できたのです。
とりわけ一番の趣味だった読書は、若い時に揃えた
文学全集を再読する目標を立てました。

とくしま希望大使を拝命
「何時もスーツ姿なのはなぜ？」と聞かれましたが、
やはり、公の場ではきちんとしていたいと思っていま
す。昨年、みんなからの推
薦で、島田豊彰さんと共に
「とくしま希望大使」に任命
されました。お役に立つこ
とができればと引き受けた
のですが、高齢であちこち
に行くのは難しいので、私
にできる範囲で役割を果た
そうと思っています。

徳島県支部　後
ご

藤
と う

美
み

弥
や

子
こ

さん（84歳）
後藤さんは、看護師として大学病院で定年まで

勤務しました。退職後は、子育て支援ボランティア
として、活動していました。ところが、新型コロナ
の流行により、17年間続けてきたボランティアが
中止となり、家に引きこもる中、抑うつ状態になり
ました。80歳の時、アルツハイマー型認知症の診
断を受けましたが、現在は、当事者活動「WORKS
あい」に参加し、「とくしま希望大使」としても活躍
しています。徳島県支部代表大下直樹さんの聞き
書きを紹介します。 （編集委員　松本律子）

本人交流の場
（詳細は各支部まで）

情  報
コーナー

北海道◉12月2日㊊13：15～15：30
本人の「つどい」→かでる2.7　 
宮城◉12月5・19日㊍10：30～15：00
本人・若年認知症のつどい「翼」→仙台
市泉区南光台市民センター
山形◉12月23日㊊14：00～15：00
若年性認知症の人と家族のつどい「な
のはな」→篠田総合病院
埼玉◉12月14日㊏13：30～15：30
若年のつどい・越谷→越谷市中央市民
会館

神奈川◉12月15日㊐11：00～15：00
若年性認知症よこはま南部のつどい→本郷台駅前地域ケアプラザ
岐阜◉12月7日㊏13：30～15：30
あんきの会→多治見市総合福祉センター
静岡◉12月10日㊋10：00～12：00
若年性のつどい→ロゼ会議室
愛知◉12月14日㊏13：30～16：00
元気かい→東海市しあわせ村
三重◉12月15日㊐13：30～15：30
若年のつどい→四日市総合会館
京都◉12月15日㊐13：30～15：30
若年性のつどい→ハートピア京都
兵庫◉12月14日㊏13：00～15：00
若年性のつどい→神戸市立総合福祉センター

和歌山◉12月15日㊐13：30～15：30
若年性認知症交流会→オークワセント
ラルシティ内ひかりサロンりゅうじん
鳥取◉12月3日㊋15：00～16：00
本人グループ・山陰ど真ん中→わだや小路
広島◉12月14日㊏11：00～15：30
陽溜まりの会広島→広島市中区地域福祉センター
徳島◉12月14日㊏13：30～15：30
縁の会（若年のつどい）→県立総合福祉センター
福岡◉12月7日㊏10：00～12：00
あまやどりの会→福岡市市民福祉プラザ
熊本◉12月7日㊏13：00～15：00
若年のつどい→県認知症コールセンター

「とくしま希望大使」任命で、
後藤田正純徳島県知事と後藤さん
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このコーナーに寄せられたお便りの他、入会申込書、「会員の声」はがき、支部会報から選び掲載しています。

〒602-8222　京都市上京区晴明町811-3　岡部ビル２F
「家族の会」編集委員会宛
  F A X    075-205-5104 　
   Eメール  office@alzheimer.or.jp

お便りお待ちしています！

佐賀県　Aさん　（40歳台　男性）

私は精神科に勤めながら、個人で『家族の
ための認知症講座』をしております。
9/21 世界アルツハイマーデーに参加させて

いただき、同じ思いをもった仲間がたくさんいる
ことに勇気をいただき嬉しく思いました。自然と
涙が出ました。
認知症になっても誰もが笑顔で過ごせる世の

中にしたい。介護を自分が犠牲になることなく
希望をもってできるようにしたい。会の皆様もそ
のような思いを持っておられるのではないでしょ
うか。私も同じです。自分にできることがあれば、
認知症の方とご家族のために少しでも協力させ
ていただきたいと思っております。よろしくお願
いいたします。

新潟県　Bさん　（50歳台　女性）

母が８月に入院して１０月に老衰で亡くなりまし
た。母 ( 要介護５でアルツハイマー型認知症 )
を特養に申し込みしていて１回順番が回ってきた
けど断り、在宅介護をして来ました。父は７年

前に母と同じ病院で肺炎で亡くなりました。私１
人で両親２人の在宅介護をやって７年前からは
母１人の在宅介護をやって来ましたが、デイサー
ビスやショートステイを利用していても頭と心の
中では母の事が気になり精神的に休まらなかっ
たです。今すぐは私自身、何も考えられません
が落ち着いたら色々考えようと思います。

愛知県　Cさん（60歳台　女性）

父は2021 年 12 月から老人ホームに入所し
ていますが、2021 年 9月から要介護 3となり、
来週実家の地元の特養の 4人部屋に申し込む
予定です。お金のこともさることながら、何より、
現在の老人ホームで常に個室でぽつんとベッド
に座ってテレビを見ることも全くせず、ただ呆然
としているのが、父にとっていいことのように思
えないためです。実際、この夏から、問題行
動も出ています。もちろん特養は一年は待つこ
とになると思いますが…。

世界アルツハイマーデーに
参加しました

母を看取りました

特養待ちです

https://bit.ly/45tj93i
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 福島県　Dさん　（50歳台　女性）

介護施設に勤務していた時の利用者さんとそ
の家族との出逢いで学ぶべき事が多くありまし
た。支え合う絆を感じました。その学びから認
知症を患っている方や周りの方の声をもっと知り
たい、本当の声を聞きたい、寄り添いたい、そ
して心のこもった支援をしたい。そう思いました。

 大阪府　Eさん　（50歳台　女性）

8 年前に父が亡くなり、母は約 7年自由度の
高いサ高住で生活しておりました。今年 7月転
倒により腰の圧迫骨折から急激な認知症状が
出てしまい、サ高住から退去を求められ、特養
に入所しています。1 人でいろいろ考えると不
安になりますので、入会させていただきいろい
ろお話を伺いたく思います。

 福島県　Fさん（60歳台　女性）

若年性認知症の夫と二人暮らしです。ここ1
年で症状が進み紙パンツを使うようになりまし
た。種類の違い、どのサイズを使ったらいいか
わからず、履かせるのに苦労する毎日です。下
着と同じサイズにして履かせても手を入れてしま
い脇から漏れ、布団や服を汚してしまい毎日あ
たふたしています。この商品でいいのか迷いな
がら使っていますが、最近、お試し用として数
枚単位で売っているものがあること、満足できな
かったら全額返金というキャンペーンを期間限定

で行っているメーカーがあること、商品サイトで
相談できることを地区会の会員さんから教えても
らいました。毎日使うものなので、ごみとして捨
てることの大変さ、面倒さや、費用もばかになり
ません。おむつに係る費用の医療費控除制度も
あるようですが、医師が証明書発行に難色を示
したり、医療機関の発行料金も明確に公開され
ていなかったり、使いにくい制度だと感じます。
口に出しにくい話題ですが、同じような思いをし
ている方や、工夫の仕方を知りたいと思いました。

 香川県　Gさん（女性）

会報 10 月号のつどいは知恵の宝庫「運転
のやめ時は？」を読んで、7年前に認知症と診
断された夫のことを思いました。夫は医師から
「認知症なので道路交通法により車の運転はで
きません」と言われ、車を処分してそれから一
切運転はしていません。つどいは知恵の宝庫
の相談者は軽度認知障害（MCI）で、夫とは
状況が違いますので、「運転のやめ時」をいつ
にするのか考えられるのだろうと思います。
でも当時、認知症と診断された人のなかには

「医師からやめろと言われていないから」と運
転していた人もいました。認知症と診断されて
いるのに「運転できる（と思っている）人」が
いることに違和感がありました。道路交通法で
定められているのですから、診断した医師は「認
知症なので運転はできません」と言っていただ
きたいと思います。
夫は運転ができなくなったことを納得できま
せんでした。7年経った今でも「勝手に車を処
分した」と言います。

これから、もっと

退去を求められました

大人用の紙パンツについて

10月号の「つどいは知恵の宝庫」を読んで

※お名前はイニシャルではありません。年齢は「50歳台」等で表記しています。
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市民福祉情報オフィス・ハスカップ　主宰　小竹雅子

　市民福祉情報オフィス・ハスカップは、2003年から介護保険制度をテーマに電話相談や
セミナー、制度の見直しを審議する社会保障審議会の傍聴などの活動を続けています。
　介護保険制度は計画期間が３年で、今年度は第９期（2024～2026年度）の１年目です。
制度の見直しは法律改正と介護報酬・基準の改定で行われますが、今回の介護報酬改定で、
ホームヘルプ・サービス（訪問介護など）の基本報酬が切り下げになり、ホームヘルパー不足
とのダブルパンチで、各地で事業所の閉鎖や倒産などの報道が相次いでいます。要支援認定
者の総合事業では、訪問型サービスの利用者は減少傾向が続いています。

ホームヘルプ・サービスの危機

　6月の総会時に介護保険制度や報酬改定について学習会を行いました。お話をいただいた
小竹雅子氏から2027年の介護保険制度における懸念点など、私たちが知っておきたいポイ
ントについてお伺いしました。

　政府は６月に公表した『骨太方針2024』で、① 利用者負担が２割となる「一定以上所得」
の判断基準の見直し、② ケアマネジメントに関する給付の在り方、③ 軽度者への生活援助
サービス等に関する給付の在り方について、第10期の前、つまり今期中に検討することを
求めました。また、「元気な高齢者の増加と要介護認定率の低下」を目標に掲げています。
　①は２割負担の対象になる人の拡大で、②は10割給付のケアマネジメントへの利用者負
担の導入、③は要介護１と２を「軽度者」としてホームヘルプ・サービスとデイサービスを
「総合事業」に移すことが含まれています。
　介護が必要と認定された人のうち、実際にサービスを利用しているのは76.5%です。残
りの23.5%の暮らしはどうなっているのでしょう。今後も超高齢社会が続くなか、「与えら
れた条件のなかでサービスを選ぶ」だけではすまない政策が進められていることに、多くの
みなさん気づいてもらいたいと痛切に願っています。

『骨太方針 2024』が示す「介護保険の改革」

　「施設から在宅へ」を掲げているのに、在宅介護を支えるメイン・サービスがなぜ、減らさ
れるのか。多くの人たちが抱く疑問です。でも、この四半世紀をみれば、2005年改正で「予
防重視型システムへの転換」を掲げ、認定を要支援と要介護に分け、サービスも予防給付と
介護給付と区分けし、サービスとは別に地域支援事業（市区町村事業）が新設されました。
2014年改正の「地域包括ケアシステムの構築」では、特別養護老人ホームの利用は要介護３
以上が原則になり、要支援認定者へのホームヘルプ・サービスとデイサービスは給付からは
ずされ、地域支援事業の「総合事業」に移されました。
　キーワードを聞くだけでは、介護を必要とする人や家族など介護をする人、そして介護現
場で働く人には、どんな結果になるのか気づけない見直しが続いているのだと思います。

多くの人たちが気づくことができない見直しの積み重ね

2027年の介護保険制度


